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こ
の
た
び
、
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
大
泉
治
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
常
々
、
議
会
に
は
非

常
に
大
き
な
役
割
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
つ
に

は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
あ
り
、

そ
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

町
が
住
民
の
た
め
に
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
に
対
し
て
、

共
に
進
ん
で
い
く
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
通
し
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
く
こ
と
が
役

割
の
大
切
な
部
分
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、
涌
谷
町
は
か
つ
て

な
い
、
最
大
の
危
機
の
状
態

に
あ
り
ま
す
が
、
議
会
が

し
っ
か
り
と
し
た
認
識
と
理

解
を
も
っ
て
、
住
民
に
信
頼

さ
れ
る
議
会
と
な
っ
て
、
こ

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
危
機
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
議
員

各
位
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、

私
は
そ
の
一
翼
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
議
長
に
立
候
補
い
た
し

ま
し
た
。
重
大
な
事
態
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
大
変
な
重
責
に
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私

は
、
や
は
り
人
は
明
る
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
町
執
行
部
、
議

員
各
位
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

も
し
っ
か
り
と
説
明
し
な
が

ら
、
元
気
を
出
し
て
、
み
ん

な
で
こ
の
町
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

６
月
会
議
は
、
６
月
19
日

と
20
日
の
２
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
な
ど

の
報
告
８
件
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
な
ど
議
案
13
件
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
５
件

な
ど
を
審
議
し
、
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
４
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
遠
藤
釈
雄
新

町
長
に
町
政
全
般
を
た
だ
し

ま
し
た
。

大
泉
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

６月
会議

説明責任果たし、
　しっかりと町を支える

－大泉議長の下、初の議案・予算審議－

原案可決
報告 議案 補正予算

８件 13 件 ５件

一般質問

４人（→P７へ）

６月会議
議決結果一覧
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①
町
財
政
の
立
て
直
し
に
軸

足
を
置
い
た
町
政
運
営

・
基
金
に
頼
る
財
政
構
造
か

ら
脱
却
し
、
収
入
の
確
保

や
事
業
の
在
り
方
、
事
業

に
係
る
経
費
の
見
直
し
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
適

正
な
職
員
数
を
検
討
し
、

総
枠
で
の
人
件
費
の
削
減
。

・
町
の
財
政
調
整
基
金
や
減

債
基
金
な
ど
の
各
種
基
金

残
高
の
適
正
維
持
。

②
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険
病

院
の
運
営
改
善

③
人
材
育
成

・
役
場
内
部
で
の
人
材
育
成

の
た
め
の
制
度
の
確
立
。

④
若
い
世
代
が
定
住
で
き
る

環
境
づ
く
り
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

教
育
環
境
の
向
上

⑤
歴
史
遺
産
や
産
金
遺
跡
を

活
か
し
た
観
光
事
業
の
推

進

　

６
月
会
議
で
は
、
５
月
26

日
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
当

選
し
た
遠
藤
釈
雄
町
長
が
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
町
長
は
、「
大
橋
前

町
長
が
目
指
し
た
『
活
力
あ

る
涌
谷
の
町
の
復
活
』
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
。」、「
町
に
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
困
難
や
行
政

課
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。」、「
今

後
は
、
決
し
て
ひ
る
む
こ
と

な
く
、
懸
命
の
努
力
を
も
っ

て
、
一
日
で
も
早
く
こ
れ
ら

の
諸
課
題
を
解
決
し
て
、
町

を
安
定
さ
せ
、
次
世
代
の

方
々
が
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
誠
心

誠
意
職
責
を
果
た
す
覚
悟
で

あ
る
。」、　
「
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
上
の
課
題
や
情
報
を
で
き

る
だ
け
議
会
の
皆
さ
ま
と
共

有
す
る
。
そ
の
上
で
議
論
を

重
ね
て
、
町
に
と
っ
て
よ
り

良
い
方
向
性
を
見
い
出
し
、

町
民
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

遠 

藤 

町 

長 

所 

信 

表 

明

所
信
表
明
の
ポ
イ
ン
ト

町財政の立て直しを最優先　
　　　　町民の不安払拭する

－議論重ね、町のよりよい方向性見いだす－
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補正の主な内容
（歳入）
森林環境譲与税（→P５参照）　　　　　１９９万円
プレミアム商品券事業に関する補助金　３６０１万円
（住民税非課税者、又は３歳児未満の子を持つ世帯主
を対象に、商品券販売価格２万円に対して、２万５千
円の商品券が購入できる。）
カーボン・マネジメント強化事業助成金
　　　　　　　　　　　　　　　　１億９３９８万円
（天平の湯とゆうらいふの設備更新を行い、省エネル
ギー化、ランニングコストの削減を図る。）

（歳出）
財政再建を考える会議委員謝礼　　　　　　４５万円
（自主的な財政再建を進めるにあたり、ご意見やご提
案をいただくため、公募による委員で構成する「財政
再建を考える会議」を設置するもの。）

健康文化複合温泉施設カーボン・マネジメント
強化事業委託料　　　　　　　　　１億８７４９万円
（天平の湯において、照明の LED更新、調光自動制
御装置や人感センサーの導入、空冷チラーへの更新、
高効率ボイラーの導入などを行う。）
プレミアム商品券事業委託料　　　　　３７１６万円
（美里町とともに遠田商工会に事業を委託。プレミア
ム商品券の販売については、遠田商工会を通じて、管
内郵便局で販売を行う予定。）
高齢者福祉複合施設カーボン・マネジメント
強化事業　　　　　　　　　委託料１億３４５７万円
（ゆうらいふにおいて、照明の LED更新、調光自動
制御装置や人感センサーの導入、マルチエアコンの更
新、空気循環サーキュレーターの導入、高効率ボイラ
ーの導入などを行う。）
保育士派遣委託料　　　　　　　　　　　２２８万円
（さくらんぼこども園保育士の派遣委託経費。さまざ
まな手段を活用して募集を行ったが、応募がない状況
であり、民間の派遣経費を計上するもの。）

温室効果ガス…地球大気中に放出されたとき、温室効果を引き起こす性質のある
　　　　　　　気体の総称。二酸化炭素、メタン、フロン、亜酸化窒素など。

最
低
制
限
価
格
と
、

落
札
率
は
。

最
低
制
限
価
格
は
５

１
０
０
万
７
千
円
で
、

落
札
率
90
・
５
％
。

八
雲
住
宅
の
他
の
棟

の
外
壁
な
ど
の
改
修

は
。

他
の
棟
に
つ
い
て
も

20
年
以
上
の
時
間
が

経
っ
て
い
て
、
ひ
び
割
れ
な

ど
が
あ
る
。
随
時
、
年
次
計

画
で
改
修
し
て
い
く
。

　

行
財
政
改
革
の
一
端
と
し

て
、
町
長
な
ど
特
別
職
の
給

与
を
、
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
減
額
す
る
。

　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
藤
山
工
務
店

と
、
契
約
額
５
４
３
０
万
７

千
円
で
仮
契
約
を
締
結
。

　

八
雲
住
宅
三
号
棟
は
平
成

11
年
に
完
成
。
外
壁
の
ひ
び

割
れ
や
一
部
剥
落
が
発
生
し

て
お
り
、
早
期
の
是
正
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
外
壁
の
改

修
工
事
を
行
い
、
長
寿
命
化

を
図
る
。

町
長　
　
　
　

→
20
％
減
額

副
町
長　
　
　

→
15
％
減
額

教
育
長　
　
　

→
10
％
減
額

セ
ン
タ
ー
長　

→
10
％
減
額

　

令
和
元
年
度
か
ら
譲
与
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ

い
て
、
使
途
が
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、
人
材
育
成
や
担

い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
啓
発
に
関
す
る
費
用

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
積
み
立
て
必
要

に
応
じ
て
活
用
す
る
た
め
、

法
の
規
定
に
基
づ
き
基
金
を

設
置
す
る
。

主
な
質
疑

議案
審議

森林環境税及び森林環境譲与税の制度が開始
カーボン・マネジメント強化事業　老朽化する施設の設備を更新

温室効果ガス排出削減目標達成に向けて

減
額
割
合

答答 問問

町
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
平
成
31
年
度
八

雲
住
宅
３
号
棟
外
壁
改
修

工
事
（
長
寿
命
化
））

涌
谷
町
森
林
環
境
整
備

基
金
条
例

令和元年度 一般会計補正予算
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約 6,200 万人  

市町村の支援など

地球温暖化の防止機能 

災害防止・国土保全機能 

水源涵養機能 

私有林人工林面積、 
林業就業者数、
人口より按分

令和６年度から施行 令和元年度から施行 国

交付税及び譲与税配布金特別会計 

森林整備等のために必要な費用を、国民一人ひとりが広く等しく負担を分任して森林を支える仕組み
森林環境税及び森林環境譲与税の制度設計イメージ

森林環境税
1,000 円／年
（課税徴収は市
町村が行う）  

国　

税 

都道府県 

都道府県 
市 町 村 

市 町 村 

納 税 義 務 者

森林環境譲与税 

公益的機能の発揮

〇間伐（境界画定、路網の整備などを含む）
〇人材育成・担い手確保
〇木材利用促進、普及啓発 など
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(5)

　

気
候
変
動
の
驚
異
に
対
す

る
世
界
全
体
の
取
組
と
し

て
、
国
の
「
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
」（
平
成
28
年
５
月

閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
地

方
公
共
団
体
は
計
画
に
即
し

て
「
地
方
公
共
団
体
実
行
計

画
事
務
事
業
編
」
を
策
定
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
体
制
を
通
じ
て
公

共
施
設
な
ど
か
ら
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
削
減
に
努
め

る
と
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
度
は
１
号
事
業

を
活
用
し
、
２
号
事
業
申
請

基
準
を
満
た
す
よ
う
、
涌
谷

町
地
球
温
暖
化
計
画
の
策
定

及
び
庁
内
組
織
体
制
の
整
備

を
行
っ
た
。

　

２
０
３
０
年
度
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量

を
２
０
１
３
年
度
比
で
38
・

６
％
削
減
す
る
。

・
首
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
取

組
実
行
体
制
の
整
備

・
省
エ
ネ
診
断
な
ど
に
よ
る

計
画
的
な
設
備
導
入
の
促
進

な
ど 背

景
・
目
的

事
業
の
経
過

数
値
目
標

事
業
概
要

カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　

強
化
事
業

事
務
事
業
編
に
基
づ
く

省
エ
ネ
設
備
等
導
入
支
援
事
業

事
務
事
業
編
の
強
化
・
拡
充

（
１
号
事
業
）

公
共
施
設
（
庁
舎
な
ど
）
の

新
築
・
改
築
時
に
省
エ
ネ
設

備
な
ど
を
導
入
（
２
号
事
業
）

カーボン・マネジメントのイメージ

公共施設の
二酸化炭素排出削減

全庁的な体制で
二酸化炭素削減対策の
Plan/Do/Check/Act

実行

改善

企画 評価
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将
来
を
見
据
え
て
、

ど
の
よ
う
に
こ
の
税

金
を
使
っ
て
い
く
の
か
、
町

の
考
え
は
。

町
内
の
私
有
林
人
工

林
の
実
態
を
踏
ま
え

て
意
向
調
査
を
行
う
。
自
分

で
経
営
管
理
を
行
う
か
、
林

業
経
営
体
に
委
託
す
る
な
ど

が
あ
る
。

　

個
人
で
管
理
が
で
き
な
い

場
合
は
、
町
が
所
有
者
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
集
約
し
た

後
に
、
森
林
組
合
の
事
業
者

な
ど
に
再
委
託
す
る
。

今
回
の
設
備
の
更
新

に
よ
っ
て
、
目
標
の

何
％
の
削
減
に
な
る
の
か
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
。

設
備
の
更
新
に
よ
り
、

ゆ
う
ら
い
ふ
で
年
間

57
ト
ン
、
天
平
の
湯
で
は
年

間
１
７
０
ト
ン
ほ
ど
の
二
酸

化
炭
素
削
減
に
な
り
、
目
標

の
38
・
６
％
の
う
ち
の
10
％

と
な
る
。

　

今
後
は
庁
舎
内
に
実
行
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
全
職

員
を
挙
げ
て
計
画
を
進
め
て

い
く
。

書
を
上
げ
て
も
ら
う
。
申
請

さ
れ
た
方
に
は
引
換
券
を
送

付
し
、
そ
の
引
換
券
を
持
っ

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

購
入
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の

販
売
に
係
る
部
分
を
遠
田
商

工
会
に
委
託
す
る
。

　

購
入
で
き
る
最
高
額
が
２

万
円
ま
で
な
の
で
、
状
況
に

応
じ
て
購
入
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

涌
谷
町
と
美
里
町
の

販
売
は
遠
田
商
工
会

に
委
託
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
町
は
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

町
が
対
象
者
を
把
握

し
て
周
知
し
、
申
請

保
育
士
確
保
の
た
め

に
委
託
料
を
支
払
い

派
遣
会
社
を
使
う
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
保
育
士
が
町
に

集
ま
ら
な
い
要
因
は
分
析
で

き
て
い
る
の
か
。

昨
年
度
も
正
職
員
や

常
勤
の
職
員
が
数
名

退
職
し
て
い
る
。
退
職
の
理

由
の
一
つ
は
他
町
村
の
小
規

模
保
育
所
に
移
り
た
い
と
の

こ
と
で
、
小
さ
な
規
模
の
環

境
で
子
ど
も
と
密
に
接
し
た

い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

保
育
士
は
全
国
レ
ベ
ル
で

不
足
し
て
お
り
、
学
校
を
卒

業
す
る
と
東
京
な
ど
に
一
旦

就
職
す
る
方
も
多
い
と
聞
い

て
い
る
。

大
谷
地
線
の
道
路
改

良
は
地
元
住
民
の
悲

願
で
あ
る
が
、
工
事
完
了
時

期
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

用
地
交
渉
が
ま
と
ま

り
、
よ
う
や
く
工
事

が
進
む
環
境
が
整
っ
た
が
、

国
に
よ
っ
て
当
初
予
定
し
て

い
た
予
算
が
減
額
さ
れ
、
橋

り
ょ
う
な
ど
の
長
寿
命
化
に

重
点
的
に
配
分
さ
れ
た
。

　

１
日
で
も
早
く
工
事
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
国
・
県
に

対
し
て
改
め
て
要
望
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て
、
今
年
度
の

結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、

町
と
し
て
発
表
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

結
果
が
ど
う
あ
れ
、

公
表
す
る
。

　

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
後
、
し
っ
か
り

と
し
た
対
策
を
取
り
た
い
。

意
見
を
広
く
募
る
の

は
再
建
計
画
を
示
し

た
後
で
い
い
と
考
え
る
が
、

こ
の
事
業
を
行
う
趣
旨
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

財
政
再
建
計
画
を
立

て
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
外

部
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
く
。

よ
り
多
く
の
方
の
ご
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的

に
、
確
実
に
財
政
再
建
を
進

め
て
い
き
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
　
　

ど
う
使
う
？

答 問
主
な
質
疑

カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

強
化
事
業
の
今
後
は
？

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　
　
　
　

町
の
役
割
は
？

保
育
士
確
保

　
　
　

難
し
い
要
因
は
？

大
谷
地
線
道
路
改
良
工
事

　
　
　

予
算
減
額
な
ぜ
？

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

　
　
　

結
果
の
公
表
は
？

財
政
再
建
を
考
え
る
会
議

　
　
　

こ
の
時
期
に
設
置
？

答答

答

答

答答

問問

問

問

問問

歳　

入

歳　

出

ようやく工事が進むものと思われたが…



　６月会議では、６月 19 日に一般質問が行わ
れ、４人の議員が町政全般について質問をしま
した。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内で
要約し、広報分科会委員が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。
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令和元年8月1日発行

議 だ会 よ り
(7)

ズバリ

町
政
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

只野　　順 議員（14 ページ）
　1　安全・安心のまちづくりについて

杉浦　謙一 議員（10 ページ）
　1　町長の基本姿勢についての考えは
　2　みやぎ型管理運営方式で涌谷町水道事業の影響は

佐々木敏雄 議員（９ページ）
　1　町財政の建て直しをどう進めるのか

伊藤　雅一 議員（11 ページ）
　1　町の財政について
　2　町づくりについて

久　　　勉 議員（８ページ）
　1　財政非常事態宣言の内容を住民に説明すべきでは
　2　日本遺産認定になった黄金山産金遺跡の活用方法は

涌谷町ホームページURL
（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）
一般質問動画配信ページ　QRコード
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広
報
わ
く
や
で
は
、

２
年
後
に
基
金
が
枯

渇
す
る
と
掲
載
し
た
り
、
今

年
度
の
基
金
の
積
立
額
を
あ

ま
り
に
も
低
く
予
測
し
て
い

た
。

　

実
際
の
決
算
見
込
み
で
は
、

５
千
万
円
程
度
の
積
み
立
て

は
で
き
る
の
で
、
枯
渇
は
考

え
ら
れ
な
い
。

　

住
民
説
明
会
な
ど
を
開
催

し
、
正
確
な
情
報
を
周
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
非
常
事
態
宣

言
に
至
っ
た
経
緯

や
要
因
、
今
後
の
状
況
を
把

握
し
、
具
体
的
な
対
応
策
が

示
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
改
め
て
地
域
に
出
向

い
て
説
明
し
た
い
。

予
算
を
一
律
10
％
削

減
す
る
こ
と
は
ま
さ

に
無
策
で
あ
る
。

　

何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の

か
、
今
ま
で
ど
お
り
で
は
な

く
、
全
て
の
事
業
に
つ
い
て

一
度
ゼ
ロ
査
定
か
ら
始
め
て

は
ど
う
か
。各

課
に
お
い
て
具

体
的
な
目
標
を
立

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
事
業

の
見
直
し
を
し
て
も
ら
う
。

町
と
し
て
の
身
の
丈
に
合
っ

た
事
業
の
予
算
の
組
み
方
を

し
て
い
く
。

久　　勉 議員

住民説明会で正確な情報周知を

具体的な対応策を示し、
　　　　　　地域に出向きたい

日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
黄
金
山
産
金
遺

跡
の
活
用
方
法
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く

の
か
。

日
本
の
金
を
代
表

す
る
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
地
域
と
認
定
い
た
だ
け

る
よ
う
、
地
域
活
性
化
や
交

流
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
の
新
幹
線
や
在

来
線
の
駅
１
４
６
駅

へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
缶

バ
ッ
ジ
・
ピ
ン
バ
ッ
ジ
・
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
作
成

は
町
独
自
で
も
行
う
べ
き
で

あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
認

定
記
念
展
示
や
、
講
演
会
の

企
画
を
す
べ
き
で
は
。

世
界
農
業
遺
産
の

例
を
踏
ま
え
、
今

後
立
ち
上
げ
る
協
議
会
の
中

で
、
提
案
を
反
映
さ
せ
て
い

く
。

文
化
財
保
護
班
が
中

心
と
な
っ
て
担
当
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
観

光
行
政
と
し
て
、
担
当
部
署

を
変
更
す
べ
き
で
は
。

現
段
階
で
は
職
員

の
人
的
配
置
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
把
握

し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
検

討
す
る
。

日
本
遺
産　

黄
金
山
産
金
遺
跡

　
　
　

ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か

地
域
活
性
化
や

　
交
流
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る

答 問

問

問

答

問

町
長

町
長

町
長

町
長

産金の歴史を今に伝える黄金山神社　

問

問

町
長

問
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議 だ会 よ り
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「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
で
委
員

を
公
募
す
る
が
、
緊
急
性
を

持
っ
て
、
１
日
で
も
早
く
非

常
事
態
を
脱
却
す
る
実
施
計

画
の
策
定
が
先
決
で
は
な
い

か
。

具
体
的
に
実
行
す

べ
き
こ
と
が
出
て

き
た
段
階
で
、
皆
さ
ま
と
相

談
し
な
が
ら
行
動
に
移
し
て

い
く
。 

佐々木敏雄議員

町財政の建て直しをどう進めるのか

経営資源を効果的・効率的に活用し
　　　　　　　　　　　再建を果たす

財
政
再
建
大
綱
の
主

な
内
容
は
。

基
本
理
念
は
「
地

域
の
発
展
や
住
民

の
幸
福
度
の
向
上
の
た
め
、

必
要
な
経
営
資
源
を
効
果

的
・
効
率
的
に
活
用
し
、
財

政
再
建
を
果
た
す
」
こ
と
で

あ
る
。

財
政
再
建
の
実
施
計

画
の
時
期
は
。

９
月
末
ま
で
に
策

定
予
定
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
の
病
院

事
業
へ
の
繰
り
出
し

額
は
４
億
１
１
６
９
万
９
千

円
で
あ
る
。
財
政
非
常
事
態

宣
言
を
発
す
る
前
の
資
料
は
、

６
億
２
６
６
９
万
９
千
円

だ
っ
た
。
こ
の
差
、
２
億
１

５
０
０
万
円
は
、
一
時
借
入

金
か
。

３
月
末
の

時
点
で
は

１
億
９
千
万
円
の
一
時
借
入

金
が
残
っ
て
い
た
が
、
５
月

に
返
済
し
た
。

一
時
借
入
金
の
予
算

は
、
３
月
補
正
で
２

億
５
千
万
円
、
今
年
度
当
初

で
３
億
円
と
増
え
て
い
る
が
、

一
時
借
入
金
の
借
り
換
え
を

重
ね
債
務
が
累
積
し
、
破
綻

し
た
自
治
体
の
例
も
あ
る
。

　

町
長
は
定
期
的
に
病
院
事

業
の
実
績
、
運
営
状
況
の
報

告
を
受
け
、
実
態
把
握
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。

常
に
国
保
病
院
に

足
を
運
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
と
お
会
い
し
て

状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

 

基
本
方
針
に
人
材
の

育
成
と
あ
る
が
、
嘱

託
職
員
を
公
営
企
業
の
主
要

な
ポ
ス
ト
に
据
え
て
い
る
現

実
が
あ
る
。
採
用
条
件
や
手

続
き
に
何
ら
問
題
は
な
い
の

か
。
遠
藤
町
長
は
直
接
関

わ
っ
て
い
な
い
が
、
現
実
を

捉
え
、
法
例
を
遵
守
し
た
任

用
を
す
べ
き
で
は
。４

月
か
ら

民
間
の
経

験
を
持
つ
人
材
を
事
務
長
と

し
て
迎
え
、
主
要
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
制

度
的
に
も
問
題
は
な
い
。

総
務
管
理
課
長

総
務
管
理
課
長

国保病院の状況を常に把握し、経営を安定させることが重要

問

問

答

町
長

問問問

問問

町
長

町
長

町
長
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財
政
健
全
化
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
状
況

は
。

各
財
政
指
数
は
楽

観
で
き
な
い
も
の

の
、
法
律
上
は
健
全
な
範
囲

内
で
あ
る
。

　

財
政
逼
迫
要
因
の
一
つ
で

あ
る
国
保
病
院
改
革
に
つ
い

て
は
、
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ

め
と
し
て
、
医
師
な
ど
の
努

力
に
よ
り
改
善
傾
向
に
あ
る
。

今
後
も
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
と

綿
密
に
意
見
交
換
し
、
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｕ

※

Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ
る

町
の
町
長
と
し
て
、

女
川
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
総
合
的
に
判
断
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
な
る
安
全
レ
ベ
ル
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
を
今
後
も
注

視
し
て
い
く
。

杉浦謙一 議員

財政健全化　取り組みの状況は

国保病院改革　
綿密に意見交換を行い、改善に取り組む

み

※

や
ぎ
型
管
理
運
営

方
式
の
導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
管
理
運
営
を

民
間
事
業
者
へ
事
業
委
託
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
の

更
新
、
薬
品
な
ど
の
購
入
に

お
い
て
コ
ス
ト
の
縮
減
が
期

待
さ
れ
、
そ
の
削
減
分
が
将

来
的
に
水
道
の
安
定
供
給
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
。
事
業
展
開
に
未
確
定
な

部
分
が
あ
る
の
で
、
推
移
を

注
視
し
、
そ
の
都
度
説
明
を

求
め
て
い
く
。

水
道
料
金
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
は
。適

正
な
料
金
設
定

を
行
う
こ
と
が
最

優
先
と
考
え
て
い
る
。
将
来

的
に
料
金
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
経
営
努
力
を
続

け
て
い
く
。

県
の
水
道
事
業

新
方
式
導
入
に
よ
る
町
へ
の
影
響
は

コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
り
、
将
来
的
に

　
　
水
道
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
る

問

問

問

問

問

財政再建大綱に基づいて、具体的な取り組みが始まる
（広報わくや7月号から）

答

町
長

町
長

町
長

町
長

答 問

※
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式

　

宮
城
県
が
行
っ
て
い
る
水
道

３
事
業
（
水
道
用
水
供
給
事
業
、

工
業
用
水
道
事
業
、
流
域
下
水

道
事
業
）
を
一
体
と
し
、
公
共

施
設
等
運
営
権
制
度
を
活
用
し

た
官
民
連
携
運
営
の
方
式
。

　

維
持
管
理
に
係
る
費
用
や
設

備
等
の
改
築
に
係
る
費
用
の
コ

ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
、
料
金

上
昇
の
抑
制
や
経
営
の
安
定
化

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
宮
城
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※ＵＰＺ…原子力施設から概ね半径 30㎞圏内。
　　　　　緊急時に屋内退避などの防護措置を行う。
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伊藤雅一 議員

財政再建　今後の対策は

具体策を９月までに示したい

問

答

町
づ
く
り
と
し
て
、

農
業
な
ど
の
産
業
振

興
対
策
に
力
を
注
ぐ
べ
き
と

考
え
る
が
。今

年
度
当
初
予
算

に
お
け
る
農
林
水

産
業
費
は
、
約
３
億
３
３
０

０
万
円
で
あ
る
。
今
後
も
地

域
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

国
や
県
の
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
、
産
業
振
興
に
努
め

て
い
く
。　

国
の
自
由
化
政
策
が
、

特
に
地
方
農
村
部
を

疲
弊
さ
せ
て
き
て
い
る
が
、

町
長
の
見
方
と
対
策
は
。

将
来
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
の
影
響
に
よ
り
、
食

糧
自
給
率
の
低
下
が
心
配
さ

れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
輸
出
す
る
日
本
の
農
産

物
の
競
争
力
の
強
化
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
推
測
す
れ
ば
、
労
働
力

を
確
保
し
、
質
の
良
い
農
産

物
の
大
量
生
産
が
必
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
農
業
の
重
要
性
を

さ
ら
に
訴
え
な
が
ら
、
労
働

力
の
確
保
に
向
け
て
、国
、県
、

Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
し
、
具
体

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
財
政
状
態
は
。

こ
こ
数
年
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
財

源
を
賄
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
の
う
ち
か
ら
そ
の
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。財

政
状
態
は
年
ご
と

に
悪
化
の
傾
向
に
あ

る
よ
う
に
理
解
す
る
が
、
主

な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
見

て
い
る
の
か
。

財
政
を
圧
迫
す
る

要
因
と
し
て
は
、

国
保
病
院
に
つ
い
て
の
繰
出

金
の
部
分
、
人
口
減
少
に
よ

る
自
主
財
源
の
伸
び
悩
み
、

町
独
自
の
事
業
の
肥
大
化
な

ど
が
あ
る
。
事
業
の
見
直
し

の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

す
で
に
対
策
に
は
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
の

見
通
し
は
。経

費
の
削
減
に
つ

い
て
は
通
知
し
実

行
済
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
具
体
策
に
つ
い
て
は
９
月

ま
で
に
策
定
を
予
定
し
て
い

る
財
政
再
建
計
画
に
よ
り
示

し
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
対
策
に

　
　
　
　
　

力
を
注
ぐ
べ
き
で
は

地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
国
や
県
の

事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る

答 問

低温が続いた６～７月　梅雨明けはいつ？

財政調整基金残高の推移（財政再建大綱から）

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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日時・内容

平成29年７月３日　16時30分過ぎ
・レジスター精算において、レジスターの集計額と納
入済通知書の集計額は一致していたが、レジスター
の現金 140,000円 が不足していることが発覚した。
・レジスターのレシートと納入済書を確認したところ、
１人の納税者が不足額と同額の支払いをしたことを
確認した。
・数年にわたり保管していた過大収納金の当日時点
で保有していた 105,417 円を補填、不足分は会計管
理者が 30,000 円、会計班長が 4,583 円を補填した。 

平成30年３月６日　16時30分過ぎ
・レジスター精算において、レジスターの集計額と納
入済通知書の集計額は一致していたが、レジスター
の現金 171,000 円が不足していることが発覚した。
・レジスターのレシートと納入済書を確認したところ、
１人の納税者が不足額と同額の支払いをしたことを
確認した。

平成30年３月７日　９時頃
・会計管理者、税務課長が副町長、総務課長に３月６
日の事案及び昨年７月にも同様の事案があった旨を
報告し、再度探して見つからないときは盗難の被害
届を出すよう指示を受ける。副町長はその旨を町長に
報告した。

日時・内容

平成30年３月７日　13時20分頃
・涌谷幹部交番の警察官３名、遠田警察署刑事課の
警察官２名が来庁し､会計管理者が状況説明を行っ
た。

平成30年９月10日
・決算審査特別委員会において、紛失した事案の処
理方法などについて質問を受け、紛失事案の経緯を
説明した。

平成30年９月27日
・平成29年７月３日の公金紛失に係る盗難の被害届
を遠田警察署に提出した。

平成30年10月22日
・町に対し、決算認定議案の誤りを踏まえ、決算の修
正を行い、決算再認定の手続を行うとともに､決算に
係る既決補正予算の減額を行うよう意見書を提出
し、受理される。

平成30年11月15日
・10月22日の意見書を受け、涌谷町議会定例会11月
会議において、平成29年度涌谷町一般会計歳入歳
出決算について、再認定された。

公金紛失及び不適切な事務処理に関する
　　　　　　　　　　　　調査特別委員会

コンプライアンス意識徹底し
　　　　　　住民から信頼される業務を
　６月会議において、公金紛失及び不適切な
事務処理に関する調査特別委員会の報告書が
議長に提出されました。
　調査特別委員会は「平成 29 年７月に起き
た事件に係る初期対応が不適切であったこと
が、全ての事件の原因」であるとし、その際、
職員の判断を誤らせた最大の要因は「長年に
及ぶ過大・過小収納金が留保されていたこと」
に起因するものと結論づけました。

　今後の対策として、過大・過小収納金の発
生を防ぐ体制づくりや、町当局がまとめた「公
金取扱マニュアル」の遵守、事務処理におけ
るＰＤＣＡサイクルの実践などを挙げました。
　事件を二度と起こさないよう、コンプライ
アンス意識の徹底を図り、職員間の信頼関係
を取り戻し業務に専念することで、住民の信
頼につなげてもらいたいとまとめました。

　紛失金は本来平成 29 年度の決算で処理す
べきところであったが、現金に対する決算と

の誤った認識に基づき、平成 30 年度の予算
で処理した。

公金紛失事件の経過

平成29年度決算及び平成30年度補正予算処理の不備

特別委員会
報　　告
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長年の過大・過小収納金留保が最大要因

初期対応の不適切な処理　事件の根本

　調査の結果、職員の公金管理に対する重要
性の認識や責任感、いわゆる、コンプライア
ンス意識の欠如が見られた。
　平成 29 年７月に起きた事件の初期対応の
不適切な処理が、全ての事件の原因と見られ
るが、職員の判断を誤らせた最大の要因は、
長年に及ぶ過大又は過少収納金が留保されて
いたことに起因するものと推測できる。この
ことが、第二の事件、平成 29 年度決算書へ
の誤った計上の仕方にまでつながり、副町長
の辞任、町長報酬の 50％減額という事態に
至った。そして、町民の信頼を大きく損なう
結果となったことは非常に残念なことである。
　収納金の過大過小はヒューマンエラーによ
るもので、これをなくすことが問題発生の防
止になり、特に留意すべきである。また、会
計課に限らず、多くの課で公金及び準公金の
取り扱いがなされていることから、他課にお
いても「公金取扱マニュアル」に沿って取り

扱われることを望むものである。マニュアル
で担当職員の賠償責任をうたっているが、同
時に、手当などの対応も必要と思慮される。
　また、事務処理の進め方についても、再度
目的や処理の仕方の確認を行い、正確な諸帳
票や議会資料などの作成に従事されたい。
　なお、常態化や形骸化の要因も多々見られ
ることから、P「plan」D「do」C「check」
A「action」サイクルの実践を行うことも必
要と思われる。
　事件の真相は未だ特定されておらず、職員
間で不信感を抱いたままの業務執行は、少な
からず住民にも影響を及ぼし、町にとって大
きな損失になり得る。早期の事件解決を望む
ものであるが、二度と起こしてはならない事
件でもあり、何よりも大切なのは、確固たる
倫理観の下にいち早く職員間の信頼関係を取
り戻し、業務に専念することが住民の信頼に
つながるものと信じる。

平成30年
10月…事案の検証及び再発防止策を検討する、涌

谷町公金紛失に関する再発防止策検討委員
会を設置。

12月…再発防止策検討委員会が調査結果
　　　を「公金紛失に関する再発防止対
　　　策について」にまとめる。

平成31年
１月…防犯カメラを役場会計課などに設置。
　　…班長職以上を対象に、外部講師による危機

管理研修を実施。
４月…「涌谷町公金取扱基本マニュアル」の運用

を開始。
　　…職員倫理規程を制定。　

委員会まとめ（抜粋）

公金紛失に関しての町の対応策など

職員の判断誤らせた

対策やマニュアルに沿った事務処理を 新たに設置された防犯カメラ
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陳
情
書
の
趣
旨

　

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム

フ
ー
ズ
涌
谷
農
場
の
第
三
農

場
（
鶏
舎
）
建
設
工
事
に
反

対
す
る
。

　

地
域
住
民
は
既
存
の
小
規

模
農
場
か
ら
で
さ
え
公
害
被

害
を
被
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

大
規
模
な
施
設
の
建
設
は
認

め
ら
れ
な
い
。

　

地
区
住
民
の
同
意
の
な
い

ま
ま
計
画
を
進
め
れ
ば
、
近

隣
の
環
境
や
住
民
に
著
し
い

影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、

孫
子
の
代
ま
で
及
ぶ
対
峙
の

火
種
と
な
る
。

　

企
業
に
対
し
、
建
設
計
画

へ
の
反
対
と
撤
回
の
申
し
入

れ
を
行
う
よ
う
陳
情
す
る
。

委
員
会
意
見

　

地
域
住
民
が
長
年
に
わ
た

り
、
悪
臭
や
羽
毛
の
害
に
悩

ま
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
は

理
解
で
き
る
。

　

建
設
用
地
は
既
に
宮
城
県

の
建
設
許
認
可
が
な
さ
れ
て

お
り
、
企
業
は
既
存
施
設
の

公
害
対
策
と
環
境
改
善
に
努

め
て
い
る
。
建
設
予
定
の
新

施
設
に
つ
い
て
も
、
極
力
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
施
設
と
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の

心
配
は
推
察
で
き
る
こ
と
か

ら
も
、
企
業
は
「
住
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
建

設
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
な

い
。」
と
断
言
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
建

設
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
の

願
意
は
一
定
程
度
満
た
さ
れ

て
お
り
、
改
め
て
採
択
す
る

必
要
は
な
い
も
の
と
み
な
し
、

不
採
択
と
す
る
。

平成30年陳情第13号

上郡地区への鶏舎建設中止を求める陳情書
審査の結果

不採択
陳情審査
報　　告

企業は施設の公害対策と環境改善に努力　
　　　　　　　　陳情の願意は一定程度満たす

皆さんの請願 ･陳情
平成31年陳情第４号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の
沖縄県外・国外移転について、国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき公正に解決する
べきとする意見書の採択を求める陳情
陳情者
　「新しい提案」実行委員会　安里　長従
審査の結果　配布

令和元年陳情第６号
「日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住
民族」勧告の撤回を求める意見書の採択を求め
る陳情書
陳情者
　一般財団法人日本沖縄政策研究フォーラム
　　　　　　　　　　　　　理事長　中村　覚
審査の結果　配布

令和元年陳情第５号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の
沖縄県外・国外移転について、国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき公正に解決する
べきとする意見書の採択を求める陳情
陳情者
　全国青年司法書士協議会　会長　半田　久之
審査の結果　配布

令和元年陳情第７号
米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見
書に関する陳情
陳情者
　宜野湾市民の安全な生活を守る会
　　　　　　　　　　　　会長　平安座　唯雄
審査の結果　配布

同様の施設を視察調査し、周辺への影響などを確認
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５
月
30
日
に
５
月
会
議
を

開
催
し
、
５
月
26
日
の
議
会

議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た

伊
藤
雅
一
議
員
（
脇
区
）
の

議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
議
員
は
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
委
員
、
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
広
聴
分
科

会
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

涌谷町議会委員会構成

議　長

副議長

議会運営委員会

総務産業建設常任委員会

広報広聴常任委員会

教育厚生常任委員会
大泉　　治

鈴木　英雅

令和元年５月末現在の議会の委員会構成を改めてお知らせします。

議会を円滑に、効率的に運営

総務課、建設課、
農林振興課 など

教育委員会部門、
病院部門、上下水道課 など

議会だよりの編集・発行

議会懇談会の実施

担当課 担当課

広報分科会

広聴分科会

委 員 長　大友　啓一
副委員長　久　　　勉
委　　員　門田　善則
　　　　　杉浦　謙一
　　　　　稲葉　　定

委 員 長　門田　善則
副委員長　後藤　洋一
委　　員　鈴木　英雅
　　　　　伊藤　雅一
　　　　　稲葉　　定
　　　　　佐々木敏雄

委 員 長　大友　啓一
副委員長　只野　　順
委　　員　議長を除く全議員

委 員 長　久　　　勉
副委員長　杉浦　謙一
委　　員　只野　　順
　　　　　大友　啓一
　　　　　佐々木みさ子
　　　　　竹中　弘光

３段目左から　11 番・門田善則　12 番・鈴木英雅　13 番・大泉　治
２段目左から　５番・大友啓一　６番・只野　順　７番・後藤洋一　８番・伊藤雅一　9 番・久　　勉　10 番・杉浦謙一
手前　左から　1 番・竹中弘光　2 番・佐々木敏雄　3 番・佐々木みさ子　4 番・稲葉　定
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議会に皆さんのご意見をお寄せください。

Voice

　

詳
し
い
日
程
と
一
般
質

問
の
内
容
は
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。場
所
は
役
場
西

庁
舎
２
階
で
す
。詳
し
く

は
、議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

☎
43
ー
２
１
２
７

聴
傍
を
会
議

か
ん
せ
ま
し

は
会
例
定
の
回
次

旬
下
月
９

ろ
ご

す
で
定
予
催
開

一般質問を
動画配信しています。
当議会では、議員ごとの一般
質問の内容を、涌谷町ホーム
ページで動画配信しています。
ぜひご覧ください。

渋谷　直哉さん
（９の３区）

Ｑ　

あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

涌
谷
町
を
ど
う
い
う
町
に
し
た
い
で
す
か
。

Ｑ　

議
会
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

Ａ　

震
災
を
機
に
、
夫
婦
で
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

水
田
を
主
と
し
た
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

今
年
の
三
月
に
法
人
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
、
担
い

手
と
し
て
、
預
け
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
農
地
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

Ａ　

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
涌
谷
町
の
美
し
い
田

園
風
景
を
、
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
作
業
の
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
担
い
手
と
し
て
貴
重

な
人
材
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
は
全
国
的
な
課
題
で
す

が
、
涌
谷
の
農
業
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、
我
々
も
側

面
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
涌
谷
町
の
農
業
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
会
か
ら

Ａ　

今
、
涌
谷
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
問
題
が
山
積
し
、
大

変
な
時
期
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
農
業
の
担
い
手
に
対
し
て
も
、
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に

変
わ
り
、
慌
た
だ
し
く
月
日

が
経
過
し
て
い
く
。

　

令
和
に
な
っ
て
最
初
の
選

挙
が
あ
り
、
前
町
長
の
遺
志

を
引
き
継
い
だ
新
町
長
が
当

選
し
た
。

　

大
変
な
状
況
の
下
、
大
量

の
仕
事
を
こ
な
し
行
政
運
営

に
当
た
っ
て
い
る
。「
活
力

あ
る
涌
谷
の
復
活
を
」
と
の

強
い
思
い
で
休
日
を
返
上
し

奮
闘
し
て
い
る
。

　

我
々
も
立
場
が
違
う
も
の

の
、
同
じ
思
い
で
気
合
い
を

入
れ
、「
活
力
あ
る
涌
谷
の

復
活
」
を
切
望
し
行
動
し
て

い
く
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
。

　
　
　
　
　
（
鈴
木　

英
雅
）
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